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本日お話しすること 

１．大学ってどんなところ？ 

 

２．在宅看護とは 

  在宅看護が必要とされる社会的背景 

  その人らしさを支える看護 

    病気や障害を抱えながら地域で暮らす人々を支える看護 

 

３．「家」で暮らす人を支えるために必要な   

  看護を提供するために・・・・ 



大学ってどんなところ？ 

 

 

  

 

教育 
専門的知識･技術の習得 

地域貢献 

研究 



卒論の研究テーマ紹介 

平成27年度 卒業生 卒業論文のテーマ 

 

・地域がんサロンの終末期がん療養者に対する在宅支援活動 

・中山間地域に暮らす認知症高齢者の在宅介護を継続した介
護者の認識 

・エンド・オブ・ライフをみつめる住民のエンディングノートに対
する意識調査 

 －地域がんサロン参加者へのフォーカスグループインタ
ビューよりー 

・ADL低下に伴う高齢者の住まい方と居住環境の整備に対す
る同居家族の認識に関する研究 
 

4年生になると卒業論文を 
書きます！ 

専門的知識の修得＋卒業研究＋地域貢献 



２．在宅看護（論）とは 

「在宅で療養している人に、これまで経験
したことのない、第1級の看護を贈る。」 

（ナイチンゲール） 

 

その人らしさを支援するための看護 

 

その人が望む生活を支えるための看護 
 



 

皆さんは 

訪問看護を 

知っていますか？ 



「住み慣れた地域で安心して暮らすために（Part2） 
ー訪問看護を活用しようー」の作成背景 

主体的な利用のために訪問看護について 
      住民自身が知ることが必要      （鎌田ら，2013） 

「訪問看護」を知ってほしい
という市内の訪問看護師ら

の生の声があった 
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「住み慣れた地域で安心して暮らすために
（Part2）ー訪問看護を活用しようー」 

三原市チャンネル番組作成 

１．教員紹介 

２．訪問看護ステーションとは 

３．訪問看護ステーション（訪問看護師）の仕事の紹介 

  訪問看護を利用している○○さんの事例 

４．三原市訪問看護連絡会の紹介 

５．まとめ 

６．学生による次回の番組紹介 

   

 



訪問看護を利用している 
 ご夫婦のDVD紹介  



病院と自分の家 何が違う？ 

病院 家 VS 

治療・命を救う 
自分がしたいように 
生活すること 



在宅看護が必要とされる社会的背景 

・高齢化 高齢社会 

 

 

・医療費の増大 

 

 

・慢性疾患を抱えながら生きる 

 

 

・人々のニーズの多様化と人々の希望 

 最後の瞬間まで自分らしくいたい････ 

 

 

               

 

今、在宅看護が注目されている 



平成25年度 高齢者白書 第1章高齢化の状況 

 

26.8% 

高齢化率（65歳以上人口割合） 



 

平成25年度 高齢者白書 

看取りの問題 



 

・単独世帯 
・夫婦のみ世帯 

・親と未婚の子のみ世帯 の増加 



一人暮らし高齢者の増加 



 

悪性新生物
283.1 

心疾患
154.4 

肺炎
98.8 

脳血管疾患
98.1 



 
 

（厚生労働省 平成23年度 国民医療費の概況） 
 

2014年度                                

国民医療費                                          

40兆610億円                     
前年度に比べ8493億円

(2.2%)増加 



自宅で介護 
してほしい 

自宅 



 



 
≪事例紹介 Tさんご夫婦≫ 

 
【病気や障がい】 

   夫  高血圧・無呼吸症候群 

   妻  脳梗塞・脳出血 要介護5 

【家族構成】 

     夫婦二人暮らし   

     娘夫婦と同居 

【性格・思い】 

     夫婦で一緒に暮らしたい 

 

  



 
３．「家」で暮らす人を支えるために必要な   

  看護を提供するために・・・・ 
 

 

具体的にどんなことを 
勉強するの？ 



Tさんの病気や障害を理解するために必要な知識 

病気のこと、体のこと、薬のこと 
・解剖学 
・生理学 
・病理学 

     ・薬理学 ･･･etc 



療養者さんご家族との関係作り 

体温・血圧・脈拍・SPO2・表情・話の内容から 
体調や病状をチェックする力 

ケアマネージャー・へルパー・
医師・家族と連携する力 

日常生活を支えるケア技術 

三原市チャンネル「活き活き健康ひろば」 
    2015年2月放送 
住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために 

ー（part2）訪問看護を活用しようー 



基礎看護学教育の充実の考え方 

（統合分野としての位置づけ） 

看護師に必要な知識と技術 

基礎分野・ 
専門基礎分野 

専門分野Ⅰ 
（基礎看護学） 

臨地実習 
（基礎看護学） 

専門分野Ⅱ 
（成人・老年・小児・母性・精神） 

臨地実習 
（専門分野5領域） 

統合分野 
 
 
 

在宅看護論 
統合科目 
（看護管理・医療安全・災害看護・看護技術評価等） 

臨地実習 
（在宅看護・統合科目） 
多様な場・実践に近い実習 

（指定規則改正案より 平成19年4月）  

解剖学 
病態生理学 
薬理学etc 

看護学概論 
看護理論と実践 

日常生活援助方法論Ⅰ 



どの療養場でも、          
その人らしく生きることを     
支援する実践能力 

苦痛を緩和し、安全な
医療を提供する高度な
専門的技術的実践能力 

人を対象とする看護実践の基礎
として人間理解、看護学の原理
原則を活用できる実践能力 

生活と医療を統合する看護実践能力 

看護学における在宅看護学教育の基本的な考え方 

どの療養場でも、 

その人らしく生きることを 

支援する実践能力 

苦痛を緩和し、安全な医療を
提供する高度な専門的技術を

活用できる実践能力 

人を対象とする看護実践の基礎とし
て人間理解、看護学の原理原則を

活用できる実践能力 
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（長江弘子ら，2012 INR） 



 

その人がその人らしく生きることを 

皆で力を合わせて 

支えることができる 

専門職になるために・・・ 

是非 県立広島大学へ ！！ 



 

 

 

 

 

４号館３階で、4年生による健康教育デモンスト
レーションや、高校生との交流も行っています。 

 

ぜひ、4号館3階4302室にも 

           おこしください。 

保健師課程に 
関心のある皆さんへ 
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